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【コラム2】 フィール ドで研究す る ことの困難 と快楽
石井英真(京都大学)
近年、質的研究、アクシ ョン ・リサーチな ど、現場に身を置きなが ら研究す ること(フ
ィール ド研究)が 広ま りを見せています。教育学(学 説)に ついての研究 と、教育(事 実)
についての研究 とは異な ります。教育のアクチュアル な現実に対面 し、事実 を説明 した り、
問題 の洞察 ・解決 に関与 した りす る。 これが教育についての研究 としてのフィール ド研究
の意義で しょ う。
ただ し、フィール ドに身を置 くだけではフィール ド研究は成立 しませ ん。 しば しば研究
者は、特定の研究方法論か らのみ事実 を切 り取 りがちです。また、特定の学説の言葉でそ
の枠 内で実践を理解 しがちです。 ところが、授業 とい う営み一つ とって も、それは教材や
教具を介 した、個人の認識や感情の変容に関わる心理的過程であ り、権力関係の強化や編
み直 しを伴った社会的コ ミュケー ション過程 であり、そ して、生成的瞬間や緊張 と弛緩 を
伴 うドラマ的で実存的な過程で もあ ります。 さらにそれは、学習の履歴 としてのカ リキュ
ラム との関係 で解釈 され るべ き歴史性 を持 ってお り、また、公教育の制度的枠組み として
のカ リキュラム(教 育課程)に よって も規定 されています。 しかも、教育実践の主体であ
る教師達は、学習指導要領 などの制度的な言語 と枠組 みのみな らず、そ うした複合的な実
践の経験を通 して生み出された 自生的な言語 と枠組み も織 り交ぜなが ら授業について語 り
ます。
もちろん、特定の学説や学問分野別の研究方法論は、実践的問題 に埋没せず に理論的問
題 を洞察 しそれ を厳密 に検討 してい く上で不可欠です。 しか し、既存の枠 にとらわれず に
教育の複雑な現実を捉 えよ うとす る泥臭 さやがむ しゃ らさ、あるいは、実践主体であると
同時に研究主体で もある教師達から学ぼ うとい う謙虚 さを欠 くとき、フィール ド研究はそ
の本来の意味を失 い、いわばフィール ドで行 う研究室での研究に陥って しま うで しょう。
このようにフィール ド研究は、本来的に困難 と危機 を伴 う過程です。すなわち、教育の
現実 との格闘の過程においては、研究者 としての教育への応答責任 が絶えず問われ、既存
の理論や学問分野の枠 がゆ さぶ られ、研究者 としてのアイデ ンテ ィティーが問い直されま
す。その一方で、そ うしたフィール ドでの経験は、研究上の新たな着想 の源泉 ともな りう
るし、現実の複雑 さとの緊張関係の中で論理 も鍛え られます。 さらに、教育現実への応答
責任 を意識 した研究を進める過程では、無力感の中に手応 えの ようなものも感 じることが
できるようにも思います。 こ うした、研究者 としての危機 と快楽 とが背中合わせの綱渡 り
の中にこそ、フィール ド研究の醍醐味があるのです。
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